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ー
シ
ョ
ン
）
が
投
入
さ
れ
た
。
価
格

帯
は
一
千
七
百
八
十
〜
三
千
七
百
八

十
円
。
い
ず
れ
も
桃
の
果
実
、
種
、

葉
か
ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
を
配
合
し

て
い
る
。

　
「
桃
の
エ
キ
ス
は
昔
か
ら
、
赤
ち

ゃ
ん
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
肌
に
で
き
た

あ
せ
も
対
策
に
使
わ
れ
、
お
肌
の
潤

い
や
保
湿
効
果
、
抗
酸
化
、
抗
炎
症

作
用
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
青
果
店
の
経
験
か
ら
、

美
と
健
康
に
対
す
る
桃
の
効
用
に
着

目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」
と

小
林
社
長
は
語
る
。

　
「
桃
姫
」
に
は
、
桃
エ
キ
ス
だ
け

で
な
く
、
桜
葉
エ
キ
ス
、
シ
ソ
葉
エ

キ
ス
、
魚
由
来
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど
も
配
合
し
て
い
る
。

桃
エ
キ
ス
を
使
っ
た 

ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品

　

足
立
区
北
千
住
駅
か
ら
至
近
に
あ

る
の
千
住
本
町
商
店
街
は
、
懐
か
し

い
雰
囲
気
の
あ
る
下
町
の
商
店
街
だ
。

百
店
舗
を
超
え
る
店
が
並
ぶ
商
店
街

の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
小
さ
な
間
口

の
青
果
店
が
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｊ
㈱
の
小

林
美
枝
子
社
長
の
祖
父
が
一
九
三
〇

年
に
開
業
し
た
青
果
店
で
、
二
〇
一

〇
年
か
ら
は
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｆ
ｏ
ｏ

ｄ
ｓ
17
」
と
い
う
屋
号
で
営
業
し
て

い
る
。
新
鮮
な
野
菜
と
と
も
に
、
創

業
以
来
受
け
継
ぐ
糠ぬ

か

床ど
こ

を
使
っ
た
自

家
製
糠
漬
け
も
評
判
だ
。

　

こ
こ
を
舞
台
に
、
青
果
店
と
は
ま

っ
た
く
縁
が
な
い
、
ム
ス
リ
ム
（
イ

ス
ラ
ム
教
徒
）
の
女
性
を
対
象
に
、

ハ
ラ
ル
認
証
を
受
け
た
ス
キ
ン
ケ
ア

化
粧
品
が
誕
生
し
た
と
い
う
の
だ
か

ら
面
白
い
。

　

小
林
社
長
と
夫
の
正
幸
氏
（
執
行

役
員
）
が
二
人
三
脚
で
開
発
し
た

「
桃
姫
」
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ン
ケ
ア

化
粧
品
は
、
ベ
ー
ス
ス
キ
ン
ケ
ア
の

洗
顔
料
、
化
粧
水
、
保
湿
ジ
ェ
ル
ク

リ
ー
ム
が
一
六
年
三
月
に
発
売
さ
れ
、

次
い
で
美
容
液
、
化
粧
落
と
し
、
化

粧
下
地･

日
焼
け
止
め
（
フ
ァ
ン
デ

PBJ㈱

動機は恩返し、ムスリム女性に
桃の成分を活用した
ハラル認証化粧品を開発

  企業データ

PBJ㈱

知ること
から商機が
生まれる

事例 2

所 在 地   東京都足立区千住2-36
　☎03-5284-8812、 03-3882-8088
　https://www.peach-beauty-japan.com/
事業内容   化粧品の企画・販売、会計受託業
務、青果販売
設 立   2010年10月

資 本 金   500万円
年 商   約4200万円（2017年度）

従業員数   5名

ハラル認証を受けたスキンケア化粧品「桃姫」を開発・販売するPBJ㈱
（東京都足立区、小林美枝子社長）は、80年を超える歴史を持つ家業の
青果店を母体として小林社長夫妻が起こした会社だ。夫がインドネシア
で入院した際、とても親切にされたという小林夫妻。その恩返しとして
ムスリムの女性たちが憧れる日本のスキンケア化粧品を、安心して使え
るかたちにして届けたいという気持ちから「桃姫」は生まれた。

小林 美枝子社長

［特集］ 20億人市場へ　膨張するムスリム消費 ②
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点
と
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
七

年
九
月
か
ら
発
売
を
開
始
、
イ
オ
ン

グ
ル
ー
プ
の
目
に
と
ま
っ
て
、
同
国

内
で
の
独
占
販
売
契
約
を
結
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
一
八
年
四
月
に
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
美
容
サ
イ
ト
、
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
に
て
、「
桃

姫
ピ
ー
チ
ホ
ワ
イ
ト
エ
ッ
セ
ン
ス
」

が
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
を

受
賞
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
桃

姫
全
商
品
と
も
顧
客
か
ら
の
支
持
を

得
て
、
着
実
に
売
上
が
増
え
、
ブ
ラ

ン
ド
認
知
度
も
向
上
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は 

許
可
を
得
る
ま
で
に
一
年

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
現
地
の
化
粧

品
輸
入
元
・
流
通
代
理
店
と
契
約
の

上
、
二
〇
一
七
年
八
月
か
ら
イ
オ
ン

二
店
舗
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
販

売
を
開
始
し
た
。
化
粧
品
の
輸
出
に

も
も
ら
い
ま
し
た
。
桜
の
花
柄
を
散

ら
し
た
容
器
に
す
る
な
ど
、
日
本
製

で
あ
る
こ
と
を
打
ち
出
す
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
効

果
が
一
番
大
き
く
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
フ
ォ

ロ
ワ
ー
の
多
い
ム
ス
リ
ム
の
女
性
が

投
稿
し
て
く
れ
る
と
反
響
が
あ
り
ま

す
ね
。
国
内
で
も
、
ム
ス
リ
ム
観
光

客
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
販
路
を
拡
大
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

海
外
へ
の
直
接
卸
で
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
台
湾
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
と

い
っ
た
五
つ
の
国
と
地
域
。
そ
の
他
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
欧
米
な
ど
は
ネ

ッ
ト
で
注
文
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
に
は
ロ
シ
ア
の

モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
「
モ
ス
ク

ワ
・
ハ
ラ
ル
エ
キ
ス
ポ
」
に
、
日
本

一
方
、
豚
由
来
成
分
や
ア
ル
コ
ー
ル

は
一
切
使
用
せ
ず
、
鉱
物
・
石
油
由

来
成
分
、
着
色
料
な
ど
も
使
っ
て
い

な
い
、
ム
ス
リ
ム
の
女
性
が
使
え
る

ハ
ラ
ル
認
証
化
粧
品
で
も
あ
る
。

　

ハ
ラ
ル
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
戒
律

に
照
ら
し
て
合
法
で
あ
る
と
い
う
意

味
だ
。
ハ
ラ
ル
認
証
は
単
に
戒
律
で

違
法
と
さ
れ
る
成
分
を
含
ま
な
い
だ

け
な
く
、
そ
の
製
品
の
製
造
工
程
や

輸
送
工
程
な
ど
も
合
法
で
あ
る
こ
と

が
問
わ
れ
、
し
か
る
べ
き
機
関
に
認

証
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｊ
で
は
宗
教
法
人
日
本
イ
ス

ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ラ
ー
ル

認
証
委
員
会
に
よ
る
ハ
ラ
ル
認
証
を

取
得
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
一

九
九
四
年
に
創
設
さ
れ
た
、
日
本
国

内
で
は
歴
史
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
団
体

で
、
九
七
年
か
ら
ハ
ラ
ル
認
証
の
発

行
を
始
め
た
。

　
「
高
品
質
な
日
本
製
ス
キ
ン
ケ
ア

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る
た
め
、

製
造
は
Ｇ
Ｍ
Ｐ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

を
日
本
国
内
工
場
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化

セ
ン
タ
ー
の
監
査
を
受
け
て
、
認
証

の
更
新
し
て
い
ま
す
」
と
小
林
社
長

は
自
信
を
持
っ
て
語
る
。

日
本
在
住
の
ム
ス
リ
ム
か
ら 

東
南
ア
ジ
ア
、中
東
へ

　
「
桃
姫
」
は
現
在
、
Ｐ
Ｂ
Ｊ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
ア
マ
ゾ
ン
で

の
通
販
と
、
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
狸
小
路
五
丁
目
店
（
札
幌

市
）
や
大
阪
・
京
都
の
土
産
物
店
、

東
京
・
名
古
屋
・
広
島
の
ハ
ラ
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で

は
、「
桃
は
縁
起
が
い
い
」
と
す
る

中
国
人
観
光
客
の
土
産
物
と
し
て
も

人
気
だ
と
い
う
が
、
主
な
顧
客
は
ム

ス
リ
ム
の
女
性
だ
。

　
「
特
に
在
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
や

マ
レ
ー
シ
ア
人
の
女
性
に
人
気
で
、

『
こ
う
い
う
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品
が

ほ
し
か
っ
た
』
と
い
う
お
礼
の
手
紙

や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ

「桃姫」の各種化粧品

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
「
桃
姫
」
の
接
客
販
売
の
模
様

か
ら
は
初
め
て
「
桃
姫
」
を

出
展
し
、
ベ
ス
ト
ハ
ラ
ル
プ

ロ
ダ
ク
ト
金
賞
に
輝
く
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

同
年
十
一
月
に
は
マ
レ
ー

シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
現
地
法
人
を
設
立
、
日
本

か
ら
の
輸
入
元
と
し
て
東
南

ア
ジ
ア
に
販
路
を
広
げ
る
拠
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合
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
メ
ー
カ
ー

の
社
長
も
小
林
夫
妻
の
考
え
方
に
共

感
し
て
く
れ
た
。

　

同
時
並
行
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
勉

強
も
し
た
。
東
京
豊
島
区
に
あ
る
日

本
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
の
モ

ス
ク
に
通
う
う
ち
、
指
導
者
の
人
格

的
な
す
ば
ら
し
さ
や
イ
ス
ラ
ム
教
の

考
え
方
を
知
っ
た
。

　
「
親
や
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
が
当
た

り
前
と
考
え
て
い
る
。
日
本
人
が
忘

れ
か
け
て
い
る
心
を
持
っ
て
い
る
と

分
か
り
、
わ
れ
わ
れ
も
イ
ス
ラ
ム
教

に
改
宗
し
ま
し
た
」
と
正
幸
氏
。

　

一
六
年
一
月
に
改
宗
し
、
小
林
社

長
は
マ
リ
ヤ
、
正
幸
氏
は
ウ
マ
ル
と

い
う
イ
ス
ラ
ム
ネ
ー
ム
を
得
た
。

　

二
年
ほ
ど
前
に
ハ
ラ
ル
ブ
ー
ム
が

あ
り
、
認
証
団
体
が
多
く
で
き
た
。

　
「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
さ
え
付
け
れ
ば

何
と
か
な
る
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

が
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
ま
ず
、
日
本

の
良
い
も
の
を
ム
ス
リ
ム
の
人
に
も

提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
が
第
一
で

す
。
今
後
と
も
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
貢
献
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
小
林
社
長
は
語
る
。

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
　
吉
村
克
己

は
各
国
の
許
可
が
必
要
だ
が
、
特
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
苦
労
し
た
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
基
本
的
に
海

外
の
品
に
閉
鎖
的
で
許
可
が
下
り
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
で
有
名

で
す
。
大
手
企
業
で
も
二
〜
三
年
か

け
た
揚
げ
句
、
許
可
が
で
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
す
。
通
常
は

現
地
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に

頼
む
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
は
日
本

か
ら
何
度
も
足
を
運
ん
で
、
自
分
た

ち
で
申
請
し
ま
し
た
」

　

詳
細
な
デ
ー
タ
や
大
量
の
書
類
の

提
出
が
求
め
ら
れ
、
一
年
後
に
よ
う

や
く
許
可
が
下
り
た
。

　
「
許
可
が
下
り
て
も
、
現
地
の
流

通
や
小
売
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、

手
探
り
で
少
し
ず
つ
前
進
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
最
初
に
発
売
し
た
ベ

ー
ス
ス
キ
ン
ケ
ア
の
洗
顔
料
、
化
粧

水
、
保
湿
ジ
ェ
ル
ク
リ
ー
ム
だ
け
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の
三
商
品

も
追
加
で
手
続
き
中
で
す
」

出
張
先
の
病
で
人
生
観
が 

変
わ
り
貢
献
を
考
え
る

　
「
何
度
も
あ
き
ら
め
か
け
た
が
、

ど
う
し
て
も
大
好
き
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
良
い
化
粧
品
を
販
売
し
て
、
恩

返
し
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
小

林
社
長
は
そ
の
思
い
入
れ
を
語
る
。

　

青
果
店
を
営
ん
で
い
た
小
林
社
長

の
両
親
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ず
っ
と

働
き
っ
ぱ
な
し
で
、
小
林
社
長
も
子

供
時
代
に
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
む
き
な
ど

手
伝
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
嫌
で
、

会
計
学
を
勉
強
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
現
地
の
会
計
事
務
所
で
働
い
た
。

そ
の
後
、
帰
国
し
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

・
サ
ッ
ク
ス
に
三
年
ほ
ど
勤
め
た
後
、

独
立
し
て
二
〇
一
〇
年
に
個
人
事
務

所
を
設
立
。
外
資
系
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
を
相
手
に
会
計
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
正
幸
氏
と
出
会
っ

て
一
三
年
に
結
婚
。
正
幸
氏
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
進
出
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
小

林
社
長
も
一
緒
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
四

年
、
正
幸
氏
が
仕
事
先
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
倒
れ
、
現
地
の
病
院
に
緊
急

入
院
す
る
。
急
性
肝
炎
だ
っ
た
。
小

林
社
長
も
現
地
に
駆
け
つ
け
た
。
最

悪
の
事
態
も
覚
悟
し
た
が
、
幸
い
に

も
回
復
、
退
院
す
る
時
に
は
二
人
と

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
大
好
き
に
な
っ

て
い
た
。

　
「
看
護
師
や
お
医
者
様
な
ど
み
な

親
切
に
し
て
く
れ
て
、
彼
ら
に
何
か

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
病
気
で
人
生
観
が
変
わ
り
ま
し

た
」
と
正
幸
氏
は
回
想
す
る
。

　

正
幸
氏
は
、
仕
事
の
関
係
で
ハ
ラ

ル
化
粧
品
の
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
日
本
人
の
女
性
の
き
め
細
か

な
肌
は
ム
ス
リ
ム
の
女
性
の
憧
れ
に

も
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
使
え
る

製
品
は
限
ら
れ
て
い
る
。
夫
婦
で
話

し
合
っ
て
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品
を
作

ろ
う
と
決
意
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
特
長
を
持
た
せ
た
い
と
悩
ん
で
い

た
と
き
に
浮
か
ん
だ
の
が
桃
だ
っ
た
。

病
に
倒
れ
て
以
後
、
小
林
社
長
の
母

は
正
幸
氏
の
健
康
を
気
づ
か
っ
て
、

店
の
桃
を
た
び
た
び
食
べ
さ
せ
て
く

れ
た
。
小
林
社
長
は
桃
が
肌
に
い
い

と
い
う
こ
と
も
思
い
出
し
た
。

　
「
日
本
の
桃
は
世
界
に
誇
る
お
い

し
い
果
物
で
す
が
傷い

た

み
や
す
い
の
で

輸
出
で
き
な
い
。
日
本
の
桃
の
良
さ

を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
い
、
日
本
を

代
表
す
る
質
の
高
い
商
品
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
小
林
社
長
。

　

商
品
化
計
画
を
練
り
、
ハ
ラ
ル
認

証
化
粧
品
で
、
な
お
か
つ
敏
感
肌
で

も
使
え
る
自
然
派
化
粧
品
を
製
造
で

き
る
工
場
を
探
し
た
。
ハ
ラ
ル
専
用

の
製
造
ラ
イ
ン
を
持
つ
工
場
と
巡
り

［特集］ 20億人市場へ　膨張するムスリム消費 ②


